
平成２８年１１月１６日（水）第５校時
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力のつり合いに関する事物・現象の中に問題を見いだし、目的意識をもって観察、実験などを行
い、力がつり合う時の条件、合力や分力の規則性などについて自らの考えを導いたりまとまたりし
て、表現している。【科学的な思考・表現】

力のつり合いに関する観察、実験の基本操作を習得するとともに、観察、実験の計画的な実施、結
果の記録や整理などの仕方を身につけている。【観察・実験の技能】

力がつり合うときの条件、合力や分力の規則性などについて基本的な概念や原理・法則を理解し、
知識を身につけている。【知識・理解】

（２）単元の短期シラバス

黒枠で囲まれている単元が、本時である。

力のつり合いに関する事物・現象に進んでかかわり、それらを科学的に探究しようとするととも
に、事象を日常生活とのかかわりでみようとする。【関心・意欲・態度】

第３学年　理科学習指導案
授業者　遠藤　敬　

１　日時

２　学級 一関市立大東中学校３年Ａ組　　　男子１１名　女子１０名　計２１名　（３年Ａ組教室）

３　単元名 単元３　運動とエネルギー　第２章　力の規則性　２　力の合成と分解

（東京書籍「新編　新しい科学３」）

４　単元について

　本単元は、運動の規則性やエネルギーの基礎を、身のまわりの物体の運動などの観察や実験を通し
て、見いだすことをねらいとしている。この単元に関する物体の運動について、生徒が感覚的にとら
えている事象や、以前に学習した内容を、観察・実験を通して、段階的に物理的な定義へと一致させ
ていくことが必要である。今回学習する第２章「力の規則性」では物体にはたらく２力のつり合う条
件や力の合成・分解について実験を行うことで、規則性について習得させたい。
　今年度の本校の研究主題である「確かな学力を育成するための学習指導の在り方～授業改善と生徒
指導を両輪として～」に迫るために、教科の実態を踏まえ、授業改善を視点とした教科の課題を「科
学的に思考し、的確に表現できる生徒を育てるための指導の在り方」と設定し、取り組んでいる。こ
の課題の解決に向けて、特に、観察や実験の場面では、生徒個々の考えをグループで発表し合い、ま
とめた内容を全体の場で発表し、共通理解を図ったうえで学習のまとめへと繋げる学習サイクル場面
を多く取り入れてきた。本学級は、リーダー的な役割を担う生徒が多い学級であり、授業を受ける態
度も大変立派である。男女の仲が良く、話し合いには進んで参加して意見を述べ、滞りなく進められ
ている姿が多く見られる。しかし、実験結果をもとに考察する等難易度が高い学習となると、学習能
力の高い生徒の意見に結論を委ねることがある。その課題を解決するため、授業での観察や実験等を
中心にグループ学習の機会を組み、意見交換を行って、お互いの考えを聞きながら、学習を高めてい
く手立てをとっている。そして、本校の研究主題である生徒指導の視点から、一層円滑な集団形成作
りに努めている。

５　題材の指導と評価の計画

（１）単元の目標

【本時】

年間
時数

単元時数 単位時・学習範囲等
教科書・ワーク
ページ

学習授業内容（学習課題） 評価・確認事項（まとめ） 授業の評価確認問題等
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単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
１　力のつり合い

教ｐ１２６～１２７
【実験】２つの力がつり合っているとき、その２つの力にはどのよう
な関係があるのか。

物体が動かないときは、２力が一直線上にあり、向きが逆で、大
きさが等しいというつり合いの条件を満たしていることが分かる
【思・表】
物体は２力のつり合いの条件を満たす位置で静止しているといえ
る【知・理】

Ｑ：２力がつり合う条件とは何か。
Ａ：一直線上、向きが逆、大きさは等しい

11 〃 教ｐ１２６～１２９ 力がつり合っているとき、物体はどのような運動をするのか
力のつり合いの条件を満たしているときに、等速直線運動をして
いることが分かる【思・表】【知・理】

Ｑ：斜面を下る物体には、どのような力がはたらいてつり合ってい
るのか。
Ａ：運動する向きの力（重力の斜面方向の力）と、運動するむきと
は逆向きの力（摩擦力や空気抵抗等）

12
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
２　力の合成と分解

教ｐ１３０ 一直線上ではたらく２力には、どのような関係があるか
一直線上にある２力は、それらの合計で表すことができることが
わかる【知・理】

Ｑ：２力の合計はいくらか。
Ａ：（略）

13
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
２　力の合成と分解

教ｐ１３１
【実験】角度をもってはたらく２力の力を１つにすると、その力はど
のように表すことができるだろうか。

角度をもってはたらく２力の実験を通して、２力の合力を、力の矢
印を使って作図によって表すことができる。【技能】【技】
合力は、2力を2辺とする平行四辺形の対角線になることを理解
し、説明できる。
【科学的思考・表現】【知識・理解】

Ｑ：１つの力と、２力とは、どのような関係があるか。
Ａ：１つの力を対角線、２力を辺とした平行四辺形

14 〃 教ｐ１３２～１３３ 角度をもってはたらく２力を表してみよう

角度をもってはたらく２力を合成した合力や、任意の角度に分解
した２力を作図によって表すことができる【技】
角度をもってはたらく２力とその合計が、平行四辺形のとなり合う
２辺の対角線の関係になることが分かる【知・理】

Ｑ：２力の合力を作図しよう。
Ａ：（略）

15 〃 教ｐ１３４～１３５ 斜面上の物体にはたらく力は、どのように分解されるか
斜面上の物体にはたらく重力の分力を表すことができる【技】
斜面上の物体にはたらく重力の分力が、斜面下向きの力と斜面
に垂直な力であることが分かる【知・理】

Ｑ：斜面の角度が大きくなると、斜面方向の力はどのように変化
するか。
Ａ：大きくなる

16
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
３　慣性の法則

教ｐ１３６～１３７
力がはたらいていない場合や、合力が０の場合、物体はどのよう
な運動をするか

力がはたらいていない物体や、合力が０の物体は、そのままの運
動を保とうとすることを、身近な例から分かる【思・表】
力がはたらいていない物体や、合力が０の物体は、そのままの運
動を保とうとすることが分かる【知・理】

Ｑ：慣性の法則とは何か。
Ａ：（略）

17
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
４　作用・反作用の法則

教ｐ１３８～１３９ ２つの物体は、どのように力をおよぼし合うのか

作用・反作用の力は、１直線上にあり、大きさが等しく、向きが逆
であるが、力のつり合いの関係と区別することができる【思・表】
１つの物体がもう１つの物体に力を加えると、相手からも力を受け
ることを「作用・反作用の法則」であることが分かる【知・理】

Ｑ：作用・反作用の法則とは何か。
Ａ：（略）
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【学習の見通し】

【学習課題を解決するための学習活動】

【学習の振り返り】

２　ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点を取りれた授業
　実験に対しての留意事項を掲示し、その都度確認を取りながら進めることができるようにしてい
る。また、各班の発表では、ホワイトボードを活用する。
　実験教材については、色分けをして、視覚的に区別し、実験がスムーズに進めることができるよう
な手立てを行っている。

３　「授業の約束」の意識化
　教室右前の壁面に掲示している「授業の約束」について、常に心掛けて授業を受けることができる
ようにする。
　　【授業の約束】　　　　　　　　【授業時意識する項目】
　　　①チャイム着席　　　　　→　　授業前の準備、ＴＯＭシートへの記入
　　　②元気なあいさつ　　　　→　　授業前後
　　　③大きな声で返事、発言　→　　授業時の発表
　　　④話は目と耳で聞く　　　→　　他者への意識　学習内容の把握　ＵＤの活用
　　　⑤課題・用具は忘れない　→　　授業前の準備、確認（教科連絡時の確認）

　本時の実験は、個々に取り組むことが可能な実験であるため、個々に得た結果をグループ内で持ち
合わせて考察し、結論を導き出すことができるような学習活動にさせたい。その際に得たグループ内
での結論（考察）を発表し合うことで、学級全体の考えとして本時のまとめへとつなげさせたい。

　学習をまとめる上で、教師側からではなく、生徒自身が言葉として表現させたい。学習課題に迫っ
た実験やその考察、発表を参考にすることで、必然的に本時の学習を振り返ることができ、まとめへ
とつなげさせたい。授業後は、TOMシート（「②生徒指導の視点から　１学習サイクル」参照）を
記入し、本時の学習内容を振り返らせたい。

②生徒指導の視点から
１　学習サイクル

　授業開始前後を予復習の課題や学習の振り返りとして充てる時間とし、生徒会が企画した「Try
One Minute」という学習への取り組みを、学習サイクルの一環としている。３年理科でも、その取
組を行う上で、教科独自のシート（ＴＯＭシート）を作成し、授業開始前や終了後の１分間弱の時間
で、予復習や振り返りの内容を記録しておくこととした。学習したことを思い出したり、教科書や
ノート、板書を活用したりするなど、授業へのサイクルの一環とした活動としている。このシートへ
の記入で、学習内容について常に振り返ることができる。
　授業において、観察・実験を行う場合、単元や学習内容から判断して、「個々で考える→グループ
（班）で考える→発表、意見交換、考察→全体でのまとめ」という学習手順を取り入れている。

　前時では、一直線上にある２力の合力を、和や差で求めることができることを学習した。その学習
を通して、２力に角度がつけば、１つの力（合力）とした場合に、どのようになるかを予想できるよ
うにさせたい。その手立てとして、予想シートに３つのパターンを提示し、個人、班で予想を立て、
実験へと進めていくことができるようにさせたい。また、その予想シートをホワイトボードに貼り付
けることで、学習の見通しが考察と比較できるような手立てを行う。

６　本時について

（１）本時のねらい
　実験結果をもとに作図をし、角度をもってはたらく２力とその合力との関係を導き出すことをねらい
としている。力の矢印で表し、表した２力の矢印を１辺、合力の矢印を対角線として考えた平行四辺形
の関係になっていることに気づかせていきたい。

（２）授業づくりの視点（研究テーマに関わって）
①「いわての授業づくり3つの視点」から
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（３）本時の目標

〇

〇
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・

５． ５．

・

どのように予想したのかを説明させる。

一直線上にある１つの力と、３つのパターンで
2つの力に分けた場合、どのようになるかをパ
ターンごとに考えさせる。

ステップ３
　力の矢印を記入する。

矢印の長さの基準を決め、それに合わせた矢印
を書くことを指導する。

結果の確認 作図した記録用紙をもとに、各班で考えさせ
る。

【学習課題を解決す
るための、学習活
動】各班で意見交換を行い、

班の意見としてまとめ
る。

ステップ1
　1本のばねばかりで力を
　加える。

ばねばかりは、記録用紙の面と平行に、ゆっく
り引いて、目盛りをできるだけ正確に読み取る
ようにすることを指導する。

ステップ２
　2本のばねばかりで力を
　加える。

各班のステップ２が終了後、力はどのようにし
て表すことができるかを全体で確かめた後、ス
テップ３へ取り組むように指示する。

８
分

２．学習課題の共有 前時の復習をもとに、学習課題を導き出し、設
定する。本時の課題を把握する。

【学習課題】
　角度をもってはたらく２つの力を１つにすると、その力はどのように表すことができるか

展
　
開

実験の予想を立てる 【学習課題を解決す
るための学習活動】角度をもってはたらく2力

の関係について、３つの
パターンで予想シートに
記入し、発表する。
　（個人→各班）

実験方法の確認し、実験
を行う（教科書ｐ.131の
実験３）。

それぞれのステップにおいて、注意するべき事
柄について説明する。

実験内容や手順については、モニター（プレゼ
ンテーションソフト）を通して説明する。

レポート記録については、各班１人１パターン
を割り振りし、記録する。班では３つパターン
すべて行うように、指導する。

≪実験≫

【学習の見通し】

一直線上にある２力に
は、どのような関係が成
り立つか。
・力の向きが同じ場合
・力の向きが反対方向の
場合

角度をもってはたらく２力の実験を通して、２力の合力を、力の矢印を使って作図によって表す
ことができる。【技能】

合力は、2力を2辺とする平行四辺形の対角線になることを理解し、説明できる。
【科学的思考・表現】【知識・理解】

（４）本時の展開

段階 学習活動 指導の留意点 評価、授業づくりの視点

（授業前、ＴＯＭシートへの記入）

導
　
入

前時の復習 日常生活での経験をもとに例を出しながら想
起、復習させる。

〇角度をもって

はたらく２力の

実験を通して、

２力の合力を、

力の矢印を使っ

て作図によって

表すことができ

る【観察・実験

の技能】
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６． ６．

・

７．

８
.

（５）板書計画

９．次の学習課題を提示する。

本時の学習を振り返って、ワークシートに記入
させる。

２
分

９．次時の予告 【学習の見通し】

（授業終了後、ＴＯＭシートへの記入）

４０
分

【まとめ】
　角度のある２つの力を合わせた１つの力は、２つの力を２辺とした平行四辺形の対
角線で表すことができる。

８．振り返り 【学習の振り返り】

《評価》

考察の発表 各班ホワイトボードを活用し、まとめた意見を
発表させる。各班の話し合いから、分

かったことを発表する。

７．学習課題の達成確認 学習課題の達成状況を確かめるために、生徒の
言葉でまとめさせる。

展
　
開

実験結果から、各班

（６班）で考察したこと

を、ホワイトボードに記

入し、掲示する。

実験

角度のある２つの力を合わせた１つの力は、

２つの力を２辺とした

平行四辺形の対角線で

表すことができる。

学習課題 角度をもってはたらく２つの力を１つにすると、その力はどのように表すことができるか。

まとめ

〇合力は、2力を

2辺とする平行四

辺形の対角線に

なることを理解

し、説明できる。

【科学的思考・

表現】

【知識・理解】

○各班、３パターンの角

度を必ず行う。

○１本で引く

→２本を角度をつけて

引く

→矢印を記入
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３年　　　組　　　番　氏名

○

　　赤と白の２つの引っ張る力がつり合っている場合、白の子供の力（の向きと大きさ）は、それぞれどのよ
うに表すことができるか。また、点線方向の力は、どのように表すことができるか。

11/16　学習プリント

◎学習課題

◎予想してみよう

◎角度をもった２つの力（力Ａと力Ｂ）の値と力Ｆの値との関係を比べるとどうなるだろうか。

◎班での話し合いや発表から、自分で気がつかなかった考えがあれば、メモしよう。

◎まとめ（学習課題と実験結果の考察をもとに考えよう）

項目 判断となること 自己評価（○をつける）

今日の学習についてのまとめが理解できる。 用語とそれについての説明が分
かる。

できた（わかった）　　できなかった（わからなかった）

Ａ　　　　　Ｂ　　　　　Ｃ　　　　　Ｄ

今回の授業を進んで取り組み、調べている。
個人で考えるとき、真剣に考え
た。
話し合いで意見を述べたり、他
の考えを聞くことができた。

できた　　　　　　　　　できなかった
Ａ　　　　　Ｂ　　　　　Ｃ　　　　　Ｄ

学習課題を解決するために、実験結果をもとに考え、説明
することができた。

実験で導き出された結果から、
今日の授業の課題を解決する
ための根拠を説明できる。

できた　　　　　　　　　できなかった
Ａ　　　　　Ｂ　　　　　Ｃ　　　　　Ｄ

◎学習を振り返って



※簡単に言葉で表してみよう。

◎実験結果（作図。３パターンのうちの１つを記録する。）をもとに、学習課題について考え、解決してみよう。

力の大きさ（力Ｆ）

Ｎ

力の大きさ（力Ｂ）

Ｎ

力の大きさ（力Ａ）

Ｎ

力の大きさ（力Ｏ）

Ｎ



◎赤と白の２つの引っ張る力がつり合っている場合、２人の子供の力（の向
きと大きさ）は、どのように表すことができるか。また、点線方向の力は、どの
ように表すことができるか。

組　　　班　予想シート

①一直線上にある ②角度が同じで小さい

③角度が同じで大きい ④角度が異なる

小

小

大

大

大

小



　

　

　



教・領 理科 3学年

年間
時数

単元時数 単位時・学習範囲等
教科書・ワー
ク
ページ

学習授業内容（学習課題） 評価・確認事項（まとめ） 授業の評価確認問題等

10
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
１　力のつり合い

教ｐ１２６～１２７
【実験】２つの力がつり合っているとき、その２つの力にはど
のような関係があるのか。

物体が動かないときは、２力が一直線上にあり、向きが逆
で、大きさが等しいというつり合いの条件を満たしていること
が分かる【思・表】
物体は２力のつり合いの条件を満たす位置で静止している
といえる【知・理】

Ｑ：２力がつり合う条件とは何か。
Ａ：一直線上、向きが逆、大きさは等しい

　

11 〃 教ｐ１２６～１２９ 力がつり合っているとき、物体はどのような運動をするのか
力のつり合いの条件を満たしているときに、等速直線運動を
していることが分かる【思・表】【知・理】

Ｑ：斜面を下る物体には、どのような力がはたらいてつり
合っているのか。
Ａ：運動する向きの力（重力の斜面方向の力）と、運動する
むきとは逆向きの力（摩擦力や空気抵抗等）

12
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
２　力の合成と分解

教ｐ１３０ 一直線上ではたらく２力には、どのような関係があるか
一直線上にある２力は、それらの合計で表すことができるこ
とがわかる【知・理】

Ｑ：２力の合計はいくらか。
Ａ：（略）

　

13
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
２　力の合成と分解

教ｐ１３１
【実験】角度をもってはたらく２力の力を１つにすると、その力
はどのように表すことができるだろうか。

角度をもってはたらく２力の実験を通して、２力の合力を、力
の矢印を使って作図によって表すことができる。【技能】【技】
合力は、2力を2辺とする平行四辺形の対角線になることを
理解し、説明できる。
【科学的思考・表現】【知識・理解】

Ｑ：１つの力と、２力とは、どのような関係があるか。
Ａ：１つの力を対角線、２力を辺とした平行四辺形

14 〃 教ｐ１３２～１３３ 角度をもってはたらく２力を表してみよう

角度をもってはたらく２力を合成した合力や、任意の角度に
分解した２力を作図によって表すことができる【技】
角度をもってはたらく２力とその合計が、平行四辺形のとな
り合う２辺の対角線の関係になることが分かる【知・理】

Ｑ：２力の合力を作図しよう。
Ａ：（略）

15 〃 教ｐ１３４～１３５ 斜面上の物体にはたらく力は、どのように分解されるか
斜面上の物体にはたらく重力の分力を表すことができる
【技】
斜面上の物体にはたらく重力の分力が、斜面下向きの力と

Ｑ：斜面の角度が大きくなると、斜面方向の力はどのように
変化するか。
Ａ：大きくなる

16
単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
３　慣性の法則

教ｐ１３６～１３７
力がはたらいていない場合や、合力が０の場合、物体はど
のような運動をするか

力がはたらいていない物体や、合力が０の物体は、そのま
まの運動を保とうとすることを、身近な例から分かる【思・表】
力がはたらいていない物体や、合力が０の物体は、そのま
まの運動を保とうとすることが分かる【知・理】

Ｑ：慣性の法則とは何か。
Ａ：（略）
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単元３　運動とエネルギー
第２章　力の規則性
４　作用・反作用の法則

教ｐ１３８～１３９ ２つの物体は、どのように力をおよぼし合うのか

作用・反作用の力は、１直線上にあり、大きさが等しく、向き
が逆であるが、力のつり合いの関係と区別することができる
【思・表】
１つの物体がもう１つの物体に力を加えると、相手からも力
を受けることを「作用・反作用の法則」であることが分かる
【知・理】

Ｑ：作用・反作用の法則とは何か。
Ａ：（略）

 

　


